
明

朝

体

親

譲

（

お

や

ゆ

ず

）

り

の

無

鉄

砲

（

む

て

っ

ぽ

う

）

で

小

供

の

時

か

ら

損

ば

か

り

し

て

い

る

。

小

学

校

に

居

る

時

分

学

校

の

二

階

か

ら

飛

び

降

り

て

一

週

間

ほ

ど

腰

（

こ

し

）

を

抜

（

ぬ

）

か

し

た

事

が

あ

る

。

な

ぜ

そ

ん

な

無

闇

（

む

や

み

）

を

し

た

と

聞

く

人

が

あ

る

か

も

知

れ

ぬ

。

別

段

深

い

理

由

で

も

な

い

。

新

築

の

二

階

か

ら

首

を

出

し

て

い

た

ら

、

同

級

生

の

一

人

が

冗

談

（

じ

ょ

う

だ

ん

）

に

、

い

く

ら

威

張

（

い

ば

）

っ

て

も

、

そ

こ

か

ら

飛

び

降

り

る

事

は

出

来

ま

い

。

弱

虫

や

ー

い

。

と

囃

（

は

や

）

し

た

か

ら

で

あ

る

。

小

使

（

こ

づ

か

い

）

に

負

ぶ

さ

っ

て

帰

っ

て

来

た

時

、

お

や

じ

が

大

き

な

眼

（

め

）

を

し

て

二

階

ぐ

ら

い

か

ら

飛

び

降

り

て

腰

を

抜

か

す

奴

（

や

つ

）

が

あ

る

か

と

云

（

い

）

っ

た

か

ら

、

こ

の

次

は

抜

か

さ

ず

に

飛

ん

で

見

せ

ま

す

と

答

え

た

。

親

類

の

も

の

か

ら

西

洋

製

の

ナ

イ

フ

を

貰

（

も

ら

）

っ

て

奇

麗

（

き

れ

い

）

な

刃

（

は

）

を

日

に

翳

（

か

ざ

）

し

て

、

友

達

（

と

も

だ

ち

）

に

見

せ

て

い

た

ら

、

一

人

が



光

る

事
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光

る

が

切

れ

そ

う

も

な

い

と

云

っ

た

。

切

れ

ぬ

事

が

あ

る

か

、

何

で

も

切

っ

て

み

せ

る

と

受

け

合

っ

た

。
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親
譲
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お
や
ゆ
ず
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り
の
無
鉄
砲
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む
て

っ
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う
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で
小
供
の
時
か
ら
損
ば
か
り
し
て

い
る
。
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学
校
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時
分
学
校
の
二
階
か

ら
飛
び
降
り
て
一
週
間
ほ
ど
腰
（
こ
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を

抜
（
ぬ
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か
し
た
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。
な
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闇
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む
や
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し
た
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か
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。
別
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深
い
理
由
で
も
な
い
。
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築
の
二
階
か
ら
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を
出
し
て
い
た
ら
、
同

級
生
の
一
人
が
冗
談
（
じ
ょ
う
だ
ん
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に
、

い
く
ら
威
張
（
い
ば
）
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら

飛
び
降
り
る
事
は
出
来
ま
い
。
弱
虫
や
ー
い
。

と
囃
（
は
や
）
し
た
か
ら
で
あ
る
。
小
使

（
こ
づ
か
い
）
に
負
ぶ
さ
っ
て
帰
っ
て
来
た

時
、
お
や
じ
が
大
き
な
眼
（
め
）
を
し
て
二

階
ぐ
ら
い
か
ら
飛
び
降
り
て
腰
を
抜
か
す
奴

（
や
つ
）
が
あ
る
か
と
云
（
い
）
っ
た
か
ら
、

こ
の
次
は
抜
か
さ
ず
に
飛
ん
で
見
せ
ま
す
と

答
え
た
。

親
類
の
も
の
か
ら
西
洋
製
の
ナ
イ
フ
を
貰

（
も
ら
）
っ
て
奇
麗
（
き
れ
い
）
な
刃

（
は
）
を
日
に
翳
（
か
ざ
）
し
て
、
友
達

（
と
も
だ
ち
）
に
見
せ
て
い
た
ら
、
一
人
が



光
る
事
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が
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れ
そ
う
も
な
い
と
云
っ
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切
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、
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み
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る
と
受
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た
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ば
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そ

こ
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ま
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や

ー

い

。
と
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や
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。
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に
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来
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、
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や
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が
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を
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ざ
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て

、
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達
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と

も

だ
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に
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、
一
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事
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が
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う
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に
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ら
威

張

（

い
ば
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も

、

そ

こ
か

ら
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る
事
は
出
来
ま
い
。
弱
虫
や
ー
い
。

と

囃

（

は

や

）
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た

か

ら

で
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る

。

小

使

（

こ
づ

か

い

）
に

負

ぶ

さ
っ

て

帰

っ

て
来

た

時

、

お
や

じ

が

大
き

な

眼

（

め
）

を

し

て
二

階

ぐ

ら

い
か

ら

飛

び
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り

て

腰

を
抜
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す

奴

（
や
つ
）
が
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る
か
と
云
（
い
）
っ
た
か
ら
、

こ

の
次

は

抜

か
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ず

に

飛

ん
で

見

せ

ま
す

と

答
え
た
。

親
類

の

も

の
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西

洋
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の
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を
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も
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（
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を

日

に

翳

（

か

ざ

）

し

て

、

友
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と

も

だ
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）

に
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